
  

 

   

■
今
月
の
定
例
会
報
告
■ 

▽
５
月
11
日 

２
時
～
４
時
半 

▽
出
席
者 

11
名 

◆
本
部
連
絡
事
項
（
平
尾
地
区
長
） 

・
第
17
回
く
ま
も
り
全
国
大
会
開
か
れ
る 

・
本
紹
介
…
「
高
尾
山
か
ら
公
共
事
業
を
問
う
」 

・
但
東
町
植
樹 

５
月
31
日 

・
日
本
自
然
保
護
連
盟
の
会
議
に
熊
森
が
出
席 

・
奥
山
学
会 

◆
奥
山
再
生
活
動
参
加
報
告
（
竹
内
） 

 

５
月
は
但
東
町
大
河
内
へ
。
植
樹
に
向
け
て
の
整

備
。 

◆
日
本
環
境
法
律
家
連
盟
の
講
演
会
報
告
（
平
尾
） 

 

「
ト
チ
ノ
キ
巨
木
群
は
こ
う
し
て
守
ら
れ
た
」 

◆
環
境
教
育 

桃
園
小
学
校
公
演
へ
向
け
て 

（
平
尾
美
） 

◆
く
ま
も
り
大
会
参
加
者
の
感
想
な
ど 

 

・
と
て
も
よ
か
っ
た
と
思
う
。
元
気
に
な
っ
た 

 

・
懇
親
会
に
時
間
が
も
っ
と
あ
れ
ば
よ
か
っ
た 

 

・
熊
牧
場
の
長
崎
さ
ん
の
話
が
ず
し
ん
と
来
た 

 

・
質
疑
応
答
が
な
か
っ
た
の
は
残
念 

 

・
全
体
に
さ
ら
っ
と
流
れ
て
物
足
ら
な
か
っ
た 

 

・
フ
ル
ー
ツ
食
を
し
て
い
る
人
に
驚
い
た 

・
大
会
の
前
後
に
ハ
ガ
キ
が
来
た
が
要
ら
な
い
の

で
は
？ 

郵
送
費
が
も
っ
た
い
な
い 

な
ど

い
ろ
い
ろ
な
感
想
が
出
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

 
 
 

夢
の
よ
う
な
話 

小
さ
な
村
を
紹
介
し
ま
す
。
南
フ
ラ
ン
ス
の

プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
地
方
に
あ
る
人
口
千
人
足
ら

ず
の
コ
ラ
ン
ス
村
は
完
全
な
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

村
で
す
。
こ
の
村
は
耕
地
の
95
％
が
ブ
ド
ウ
畑

で
主
に
ワ
イ
ン
を
生
産
し
て
い
ま
し
た
。
今
か

ら
20
年
前
、
大
手
の
フ
ラ
ン
ス
ワ
イ
ン
に
押
さ

れ
小
さ
な
村
の
ワ
イ
ン
は
太
刀
打
ち
で
き
ず
、

若
者
も
村
か
ら
離
れ
過
疎
化
し
て
い
ま
し
た
。

村
全
体
を
完
全
な
有
機
栽
培
農
家
に
し
て
差

別
化
を
図
ろ
う
と
い
う
村
長
の
提
案
に
村
民

も
協
力
し
、
苦
労
の
末
に
２
年
後
に
初
め
て
の

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ワ
イ
ン
を
誕
生
さ
せ
ま
し
た
。

病
虫
害
で
ブ
ド
ウ
が
全
滅
し
た
り
、
大
変
な
苦

労
を
重
ね
た
末
、
虫
除
け
に
は
ハ
ー
ブ
を
使
っ

た
り
、
馬
が
畑
を
耕
し
て
雑
草
を
防
い
だ
り
、

堆
肥
に
し
た
り
工
夫
を
重
ね
ま
し
た
。 

今
で
は
コ
ラ
ン
ス
村
の
ワ
イ
ン
は
Ｅ
Ｕ
で

も
評
価
が
高
く
、
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
も
果
た

し
て
い
ま
す
。
ワ
イ
ン
だ
け
で
な
く
、
チ
ー
ズ

生
産
、
野
菜
や
ハ
ー
ブ
の
農
業
、
化
粧
品
の
材

料
な
ど
産
業
も
広
が
っ
て
き
て
、
若
者
た
ち
を

惹
き
つ
け
、
当
時
650
人
だ
っ
た
村
の
人
口
は
千

人
近
く
ま
で
増
え
ま
し
た
。
こ
の
20
年
で
虫
が

増
え
、
キ
ジ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
野
生
動
物
も

山
に
戻
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。
夢
の
よ
う
な
話

で
す
が
、
日
本
で
も
小
さ
な
単
位
な
ら
出
来
そ

う
な
取
り
組
み
の
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
若

者
が
と
て
も
生
き
生 

き
と
し
て
い
る
ん
だ 

そ
う
で
す
。（
森
川
） 

 

資
料
提
供 

広
野
美
和
子 

 

今後の定例会予定 

６月８日（日） 

７月13日 (日)  

いずれも２時から４時半 

千里中央コラボ第３会議室 

  

 

 

         豊中市 小野田たか子    

「伊吹山にイヌワシを見に行きませんか？」

とのお誘いに二つ返事、大喜びで出かけた。ド

ライブウェイの終点に近い少し広くなった所

に、もうかなりの先客がいた。青い空に二羽の

イヌワシが時々ピーと鳴き交わしながら弧を描

いて舞っている。私も大急ぎでカメラを取り出

した。１０枚も撮っただろうか、首が痛くなっ

て周りの景色を見ることにした。 

かなり遠くの谷への傾斜地に黒いボールのよ

うなものが二つ、転がったり登ったりしている。

双眼鏡でよく見ると熊のようだ。だれかが「熊

がいる！」と叫んだ。 「ツキノワグマの子ど

もや」「かわいい！」「相撲とってる～」とガヤ

ガヤしたが、そのうち、「あんなん、すぐ殺され

てしまうんや」という声に一瞬で静まり返った。 

あの子熊たち、今どこにいるのだろうか？なん

とか生き延びていてほしい。 
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林
業
女
子
会
を
知
っ
て
い
ま
す
か 

 
 

平
尾 

豊 

林
業
女
子
会
は
、
森
づ
く
り
活
動
、
女
性
目
線
で
考
え
た

木
製
グ
ッ
ズ
の
企
画
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
林
業
に
興
味

を
持
っ
て
い
る
女
性
の
グ
ル
ー
プ
で
、
二
〇
一
〇
年
に
京
都

で
出
来
た
の
を
皮
切
り
に
、
今
や
全
国
9
都
府
県
（
京
都
、

東
京
、
静
岡
、
石
川
、
栃
木
、
岐
阜
、
兵
庫
、
長
崎
、
愛
媛
）

に
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
地
林
業
女
子
会
は
そ
れ
ぞ
れ
独

立
し
て
お
り
、
会
社
員
、
学
生
、
森
林
組
合
や
自
治
体
の
職

員
な
ど
で
、
10
代
か
ら
60
代
と
幅
広
い
年
齢
層
の
女
性
達
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
男
性
社
会
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
林
業

に
、
女
性
な
ら
で
は
の
視
点
か
ら
様
々
な
提
案
を
行
い
、
楽

し
み
な
が
ら
森
林
を
守
り
、
林
業
を
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
各
地
林
業
女
子
会
は

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
相
互
交
流
や 

新
た
な
林
業
女
子
会
の
設
立 

を
行
い
、
少
し
ず
つ
広
が
り 

を
み
せ
て
お
り
、
今
後
の
林 

業
へ
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
て 

い
ま
す
。 

 


